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国内宿泊観光旅行の傾向 

 

●国内旅行の実態に関する全国及び地方別の統計データとしては、観光庁の「旅

行・観光消費動向調査」があるが、現在の方法で暦年の統計データが整備さ

れているのが、2010 年～2014 年の 5カ年分となっている。 

●一方で、国土交通白書には、（公社）日本観光振興協会の「国民の観光に関す

る動向調査」に基づく 1986 年～2010 年のデータの推移がグラフとして掲載さ

れている。 

 

１．観光庁の調査における国内宿泊観光旅行の傾向 

＜統計データの概要＞ 

・データの出典：旅行・観光消費動向調査 年報（観光庁） 

・調査対象：日本国民から無作為に抽出した 25,000 人 

 

(1)延べ旅行者数 

●首都圏各都県居住者の宿泊旅行の延べ旅行者数をこの 5 年間で見ると、2013

年に僅かな落ち込みが見られる。目的別の内訳を見ると、出張・業務の落ち

込みが主な要因であることが分かる。 

●全体には、増減の明確な傾向は把握できない。 

 

表 居住者の国内宿泊旅行の延べ旅行者数（全国、首都圏） 

出典：観光庁「旅行・観光消費動向調査」年報 

年 延べ旅行者数（千人） 【参考】

出典表 データ区分
宿泊旅行

計

観光・レ クリ

エーション

 帰省・知人

 訪問等

出張・業務
観光・レクリエーショ

ンが宿泊旅行全体

に占める割合

３連休の

回数

2010年 全国 317,533 169,059 90,909 57,565 53.2%

表17 首都圏 118,532 63,549 34,995 19,988 53.6%

全国（指数化） 100 100 100 100

首都圏（指数化） 100 100 100 100

2011年 全国 313,561 166,678 92,929 53,954 53.2%

表17 首都圏 118,824 62,583 37,440 18,801 52.7%

全国（指数化） 99 99 102 94

首都圏（指数化） 100 98 107 94

2012年 全国 315,549 171,759 91,604 52,186 54.4%

表20 首都圏 115,768 63,355 34,214 18,199 54.7%

全国（指数化） 99 102 101 91

首都圏（指数化） 98 100 98 91

2013年 全国 320,416 176,421 92,761 51,233 55.1%

表20 首都圏 109,144 64,725 31,689 12,730 59.3%

全国（指数化） 101 104 102 89

首都圏（指数化） 92 102 91 64

2014年 全国 297,343 160,026 86,385 50,932 53.8%

表20 首都圏 109,859 61,113 32,053 16,693 55.6%

全国（指数化） 94 95 95 88

首都圏（指数化） 93 96 92 84
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出典：観光庁「旅行・観光消費動向調査」年報 

図 居住者の国内宿泊旅行の延べ旅行者数（全国、首都圏） 

 

 

 

出典：観光庁「旅行・観光消費動向調査」年報 

図 居住者の国内宿泊旅行の目的別延べ旅行者数（首都圏） 
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(2)観光・クリエーションの世代別平均旅行回数 

●国内宿泊旅行における全国の延べ旅行者数をこの 5 年間で見ると、20 代･30

代は、少しずつながら、一貫して減少している。一方、70 代は、2010 年から

2013 年にかけて増加傾向だったが、直近の 2014 年は減少に転じている。 

●その他の年代については、増減の明確な傾向は把握できない。 

 

 

出典：観光庁「旅行・観光消費動向調査 年報 

図 旅行者の世代別延べ旅行者数の推移 

 

●一人当たりの世代別の平均旅行回数を、ここ 5年間で見ると、60 代、80 代

以上の人の旅行回数は、大きく減少している。 

 

 
出典：観光庁「旅行・観光消費動向調査」年報 

図 一人当たりの世代別平均旅行回数 
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(3)旅行消費額 

●首都圏各都県居住者の宿泊旅行の旅行消費額をこの 5 年間で見ると、2013

年に僅かな落ち込みが見られる。目的別の内訳を見ると、出張・業務の落

ち込みが主な要因であることが分かる。 

●延べ旅行者数と同様、全体には、増減の明確な傾向は把握できない。 

 

表 居住者の国内宿泊旅行の旅行消費額（全国、首都圏） 

出典：観光庁「旅行・観光消費動向調査」年報 

 

  

年 旅行消費額（百万円） 【参考】

出典表 データ区分
宿泊旅行

計

観光・レクリ

エーション

 帰省・知人

 訪問等

出張・業務
観光・レクリエーショ

ンが宿泊旅行全体

に占める割合

３連休の

回数

2010年 全国 15,372,266 9,127,938 3,620,943 2,623,385 59.4%

表21 首都圏 5,859,082 3,512,909 1,402,140 944,033 60.0%

全国（指数化） 100 100 100 100

首都圏（指数化） 100 100 100 100

2011年 全国 14,784,053 8,861,509 3,604,487 2,318,057 59.9%

表21 首都圏 5,765,214 3,384,052 1,545,588 835,574 58.7%

全国（指数化） 96 97 100 88

首都圏（指数化） 98 96 110 89

2012年 全国 14,970,971 9,092,657 3,586,139 2,292,175 60.7%

表24 首都圏 5,560,829 3,359,902 1,388,225 812,702 60.4%

全国（指数化） 97 100 99 87

首都圏（指数化） 95 96 99 86

2013年 全国 15,410,095 9,464,518 3,630,968 2,314,609 61.4%

表24 首都圏 5,342,815 3,496,864 1,235,025 610,927 65.4%

全国（指数化） 100 104 100 88

首都圏（指数化） 91 100 88 65

2014年 全国 14,012,435 8,533,893 3,231,220 2,247,322 60.9%

表24 首都圏 5,215,297 3,239,846 1,259,892 715,559 62.1%

全国（指数化） 91 93 89 86

首都圏（指数化） 89 92 90 76
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出典：観光庁「旅行・観光消費動向調査」年報 

図 居住者の国内宿泊旅行の旅行消費額（全国、首都圏） 

 

 

 

出典：観光庁「旅行・観光消費動向調査」年報 

図 居住者の国内宿泊旅行の目的別旅行消費額（首都圏） 
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(4) 観光・レクリエーション目的の世代別平均旅行費用 

 

出典：観光庁「旅行・観光消費動向調査」年報 

図 居住者の国内宿泊旅行の世代別旅行消費額（首都圏） 

 

 

●一人当たりの世代別の平均旅行費用を、ここ 5年間で見ると、(2)世帯別平

均旅行回数同様、60 代、80 代以上の人の旅行回数は、大きく減少している。

 

 

出典：観光庁「旅行・観光消費動向調査」年報 

図 一人当たりの世代別平均旅行費用  
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２．国土交通白書における国内宿泊観光旅行の傾向 

＜統計データの概要＞ 

・グラフの出典：平成 24 年度 国土交通白書（国土交通省） 

・データの出典：国民の観光に関する動向調査（（公社）日本観光振興協会） 

・調査対象：全国の男女（計 4,500 人） 

 

(1) 世代別平均旅行回数 

●若者が国内宿泊観光旅行に行かなくなっている傾向は、国内宿泊観光旅行の

平均回数の減少からも見て取れる。全年齢平均では 1994 年から 2010 年にか

けて 1.43 回から 0.93 回に減少しているのに対し、20 代は 1.86 回から 0.89

回と大幅に減少している。 

●このように若者の国内宿泊観光旅行回数が 1990 年代半ばから 2000 年代に急

激に減少した背景としては、1990 年半ば頃に活発になったスポーツを目的と

する旅行、特にスキー旅行が、その後落ち込んだ影響等があると考えられる。

 

 

出典：国土交通白書（H24） 

図 国内宿泊観光旅行の世代別年間平均回数 
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(2)世代別平均旅行費用 

●1980 年代後半から 1990 年代初頭にかけては、バブル期の好景気が若者の旅

行を促していた側面があると考えられる。 

●国内宿泊観光旅行 1 回当たりの国内宿泊観光旅行の平均費用額を見ると、

平均費用額が最も高かったのはバブル期であり、20 代の 1 回当たりの旅行

の平均費用額は 1986 年には約 4.5 万円であったが、バブル崩壊後の 1998

年には約 3.3 万円にまで落ち込んだ。 

●その後、2004 年、2010 年には、それぞれ約 3.4 万円、3.5 万円となるなど、

旅行の平均費用額の回復が見られるが、国内宿泊観光旅行の平均回数がバ

ブル崩壊後継続して減少していることと合わせて考えると、バブル期と比

較し、総額としては引き続き旅行費用を抑えようとする動きがあることが

分かる。 

 

 

出典：国土交通白書（H24） 

図 国内宿泊観光旅行 1回あたりの世代別平均費用 


